
東京都市計画地区計画の決定（原案） 

都市計画三田三・四丁目地区地区計画を次のように決定する。 

名    称 三田三・四丁目地区地区計画 

位    置 港区三田三丁目及び三田四丁目各地内 

面 積 約５．５ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は、ＪＲ田町駅及び地下鉄三田駅の近傍に位置し交通利便性が高い地区でありながら、地区の北西側には住

居系の市街地が広がるとともに、地区内には大規模な斜面緑地等の貴重な環境資源が残る地区である。一方で、第一

京浜や三田通り等の幹線道路、線路敷や地形の高低差等による東西市街地の分断や歩行者ネットワークの不足が地域

の課題として挙げられるほか、地区内では建物の老朽化が進むとともに、低未利用地も多く、都心にふさわしい土地

の有効利用が妨げられている。 

東京圏国家戦略特別区域に関する区域方針では、目標として２０２０年開催の東京オリンピック・パラリンピック

も視野に、世界で一番ビジネスのしやすい環境を整備することにより、世界から資金・人材・企業等を集める国際的

ビジネス拠点を形成するとともに、近未来技術の実証や創薬分野等における起業・イノベーションを通じ、国際競争

力のある新事業を創出することとしている。また、特定都市再生緊急整備地域の「品川駅・田町駅周辺地域」におい

ては、業務、商業、研究・交流、宿泊、居住、教育、文化などの多様な機能が集積する魅力ある新拠点の形成を推進

することが目標に掲げられている。さらに、「田町駅西口・札の辻交差点周辺地区まちづくりガイドライン（平成２５

年２月）」では、「業務機能を中心に住・商・学が融合した、地域の交流拠点の形成」を図るとされている。 

これらの位置付けを背景とし、業務機能を中心に住み続けられるまちとしての住宅機能、商業機能等の多様な機能

の集積を図るとともに、本地区と周辺市街地を連絡する安全で快適な歩行者ネットワークの形成、防災対応力の強化、

地区内の大規模緑地の保存・再整備など、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新により、質の高い都市

空間を備えたビジネス交流拠点・生活環境の形成を図る。 
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土地利用の方針 

本地区の立地特性を踏まえ、土地の合理的かつ健全な高度利用と魅力ある複合市街地の形成を図るため、地区を２

つに区分し、土地利用の方針を以下のように定める。 

１ Ａ地区は、幹線道路沿道の立地特性を踏まえ、多様な都市機能を導入し土地の有効活用を図る地区とする。 

２ Ｂ地区は、住居系の市街地に近接する立地特性を踏まえ、良好な住環境の形成を図る地区とする。 

公共施設等の整備の方針 

１ 道路等の整備方針 

（１）地区周辺の円滑な交通処理を行うため、主要な自動車ネットワークとして、放射第１９号線及び補助第１４号

線を拡幅整備する。 

（２）札の辻交差点の交通負荷の低減を図るため、地区内の駐車場を連絡する地区内車路を整備する。 
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公共施設等の整備の方針 

２ 歩行者ネットワークの整備方針 

（１）バリアフリーに対応した歩行者動線の確保を図るとともに歩行者の利便性の向上を図るため、周辺市街地を

連絡する歩行者通路を整備する。 

（２）歩行者の安全性、快適性及び回遊性の向上を図るため、道路沿道に歩道状空地を整備する。 

３ 公園の整備方針 

（１）多様な都市機能の導入を図るＡ地区において、地域のにぎわい・交流機能、防災機能を担うため、札の辻交

差点側に公園を整備する。 

（２）良好な住環境の形成を図るＢ地区において、地域住民のための遊び・憩い機能、防災機能を担うため、聖坂

側に公園を整備する。 

４ その他の公共空地の整備方針 

（１）地域で幅広く活用できるにぎわい・交流空間の形成を図るため、札の辻交差点側の公園と一体となった広場

を整備する。 

周辺市街地の緑と連続した緑豊かな開放感のある空間形成を図るため、地区中央部に広場を整備する。 

地域住民のための遊び・憩い機能の充実を図るため、聖坂側の公園を補完する広場を整備する。 

周辺市街地の緑と連続した緑豊かな溜まり空間の形成を図るため、地区北側に広場を整備する。 

（２）高低差のある崖地の解消を図りつつ、安全で快適な環境空間の形成を図るため、地区中央部に緑豊かな斜面

状の緑地を整備する。 

周辺市街地との緩衝空間の形成を図るため、地区北側及び中央部に緑地を整備する。 

建築物等の整備の方針 

１ 質の高い都市空間を備えた魅力的な複合市街地の形成を図るため、建築物等の用途の制限、建築物の容積率の最

高限度及び建築物の容積率の最低限度、建築物の建ぺい率の最高限度、建築物の敷地面積の最低限度、建築物の建

築面積の最低限度を定める。 

２ 道路と一体となったゆとりある歩行者空間を確保するとともに周辺と調和した街並みを形成するため、壁面の位

置の制限及び壁面後退区域における工作物の設置の制限を定める。 

３ 良好な街並み景観の形成を図るため、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限を定める。 

４ Ａ地区をＡ－１区域及びＡ－２区域の２区域に区分し、区域特性に応じた建築物を適切に配置し、良好な市街地

環境の形成及び土地の合理的な高度利用を図る。 

Ａ－１区域は主に地区南側で幹線道路沿道に位置し、Ａ－２区域は主に地区北側で三田通り沿道及び港区景観計

画における「三田通り周辺景観形成特別地区」内に位置している。そのため、北側市街地への圧迫感の軽減や日影

等の影響を考慮した建物配置とするため、Ａ－２区域の容積をＡ－１区域に適正に配分する。 
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位    置 港区三田三丁目及び三田四丁目各地内 

面    積 約５．５ｈａ 

土地利用に関する基本方針 

土地の高低差や周辺市街地状況、幹線道路沿道等といった本地区の立地を踏まえ、質の高い都市空間を備えたビジネ

ス交流拠点・生活環境の実現を図るため、各地区の地区特性に応じた土地利用に関する基本方針を以下のように定める。 

１ Ａ地区は、周辺に広がる複合系の市街地との調和を図り、にぎわいのある都市空間の創出を図るため、公園、広場、

緑地等の公共的な空間を確保するとともに、拠点性の高い業務、商業・生活支援、文化・交流等の機能を導入する。

なお、市街地の骨格となる幹線道路である第一京浜の沿道であるＡ地区の南側には、質の高い都市空間を備えた国際

水準のビジネス交流拠点の形成を図る。また、三田通り沿道及び「三田通り周辺景観形成特別地区」内に位置するＡ

地区の北側には、周辺環境と調和した機能を導入する。 

２ Ｂ地区は、周辺に広がる住居系の市街地との調和を図り、落ち着きのある都市空間の創出を図るため、公園、広場

等の公共的な空間を確保するとともに、良質な住宅、商業・生活支援等の機能を導入する。 

主要な公共施設

の配置及び規模 

種 類 名 称 幅 員 延 長 面 積 備 考 

公 園 
公園１号 ― ― 約７００㎡ 新設 

公園２号 ― ― 約３００㎡ 新設 

その他の 

公共空地 

広場１号 ― ― 約４，８００㎡ 新設 

広場２号 ― ― 約１，６００㎡ 既設（車路等を含む。） 

緑地１号 ― ― 約２，５００㎡ 新設 

緑地２号 ― ― 約３，０００㎡ 既設 

歩行者通路１号 ６ｍ 約１８５ｍ ― 新設（デッキレベル） 
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位    置 港区三田三丁目及び三田四丁目各地内 

面    積 約４．０ｈａ 

地区施設の配置 

及び規模 

種 類 名 称 幅 員 延 長 面 積 備 考 

その他の 

公共空地 

広場３号 ― ― 約１，０００㎡ 新設 

広場４号 ― ― 約４００㎡ 新設 

地区内車路 ３．５～１２ｍ 約３００ｍ ― 新設（一部地下レベル） 

歩道状空地１号 ２ｍ 約９０ｍ ― 新設 

歩道状空地２号 ２ｍ 約１０５ｍ ― 新設 

歩道状空地３号 ２ｍ 約２１５ｍ ― 新設 

歩行者通路２号 ２ｍ 約３８０ｍ ― 新設 

歩行者通路３号 ２ｍ 約１１５ｍ ― 新設 

緑地３号 ― ― 約７００㎡ 新設 

緑地４号 ― ― 約４００㎡ 新設 
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地区の 

区分 

地区の名称 

Ａ地区 

Ｂ地区 

Ａ－１区域 Ａ－２区域 

地区の面積 約２．６ｈａ 約０．４ｈａ 約１．０ｈａ 

建築物等の用途の制限 

次の各号に掲げる用途の建築物は建築してはならない。 

（１）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第１項各号に掲げる

風俗営業の用に供する建築物及び同条第５項に掲げる性風俗関連特殊営業の用に供する建築物 

（２）マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券販売所、場外車券売場その他これらに類するもの 
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建築物の容積率 

の最高限度 
１０分の８９ １０分の２２ １０分の１８ 

建築物の容積率 

の最低限度 
１０分の３０ １０分の８ １０分の６ 

建築物の建ぺい率 

の最高限度 
１０分の５ １０分の７ １０分の６ 

建築物の敷地面積 

の最低限度 
５，０００㎡ ― ― 

建築物の建築面積 

の最低限度 
２００㎡ 

壁面の位置の制限 

建築物の外壁、これに代わる柱又は門若しくは塀は、計画図に示す壁面の位置の制限を越えて建築してはならない。

ただし、次の各号の一に該当する建築物はこの限りではない。 

（１）歩行者の回遊性及び利便性を高めるために設ける歩行者デッキ、階段、エスカレーター、エレベーター等並び

にこれらに設置される屋根、柱、壁その他これらに類するもの 

（２）歩行者の快適性及び安全性を高めるために設けるひさし、その他これに類するもの 

（３）吸排気施設の部分 

壁面後退区域における 

工作物の設置の制限 
 壁面後退区域内においては、広告物その他交通の妨げとなるような工作物を設置してはならない。 

建築物等の形態又は 

色彩その他の意匠の制限 

１ 建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は原色を避け、街並み形成に配慮するなど周辺環境と調和したものとす

る。 

２ 屋外広告物は建築物と一体のもの、歩行者空間と調和のとれたものなどとし、設置位置、形態、規模、意匠など

について十分配慮がなされ良好な都市景観の形成に寄与するものとする。 

 

容積率の最高限度及び最低限度には、建築基準法第５２条第１４項第１号に基づく東京都容積率の許可に関する取扱基準（平成１６年３月４日１５都市建

市第２８２号）Ⅱ３（１）の用途に供する部分を除くことができる。 
 

「地区計画の区域、再開発等促進区の区域、地区整備計画の区域、主要な公共施設の配置、地区施設の配置、地区及び区域の区分、壁面の位置の制限は計

画図に示すとおり」 
 

理 由 ： 国家戦略特別区域の指定に伴い、市街地再開発事業による土地利用転換の動きに併せて、公共施設を整備しつつ、土地の合理的かつ健全な高

度利用と都市機能の更新を図り、計画的複合市街地を形成するため、地区計画を決定する。 
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この地図は、国土地理院長の承認（平成２４関公第２６９号）を得て作成した東京都地形図（S＝１：２,５００）を使用（２８都市基交第３４８号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。

（承認番号）２８都市基街都第９９号、平成２８年７月４日
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国家戦略都市計画建築物等整備事業を定める理由書  

 

１  種類 ・ 名称  

東京 都市 計 画 地 区計 画  三 田三 ・四 丁目 地 区 地 区計 画  

 

２  理由  

国 家戦 略 特 別 区 域 に関 す る 区 域 方 針で は 、 東 京 圏 の目 標 と し

て 、２ ０ ２ ０ 年 開 催の 東 京 オ リ ン ピッ ク ・ パ ラ リ ンピ ッ ク も視

野 に、 世 界 で 一 番 ビジ ネ ス の し や すい 環 境 を 整 備 する こ と によ

り 、世 界 か ら 資 金 ・人 材 ・ 企 業 等 を集 め る 国 際 的 ビジ ネ ス 拠点

を 形成 す る と と も に、 近 未 来 技 術 の実 証 や 創 薬 分 野等 に お ける

起 業・ イ ノ ベ ー シ ョン を 通 じ 、 国 際競 争 力 の あ る 新事 業 を 創出

する こと と され てい る。  

ま た、 本 地 区 は 、 特定 都 市 再 生 緊 急整 備 地 域 の 「 品川 駅 ・ 田

町 駅周 辺 地 域 」 に 位置 し 、 地 域 整 備方 針 で は 、 羽 田空 港 の 国際

化 やリ ニ ア 中 央 新 幹線 の 整 備 を 契 機に 、 広 域 交 通 の拠 点 性 を強

化 し、 東 京 と 国 内 外を 結 ぶ サ ウ ス ゲー ト に ふ さ わ しい 交 通 結節

点 を形 成 し 、 業 務 、商 業 、 研 究 、 交流 、 宿 泊 、 居 住、 教 育 、文

化 など の 多 様 な 機 能が 集 積 す る 、 魅力 あ る 新 拠 点 を形 成 し てい

くこ とと さ れて いる 。  

さ らに 、 「 田 町 駅 西口 ・ 札 の 辻 交 差点 周 辺 地 区 ま ちづ く り ガ

イ ドラ イ ン （ 平 成 ２５ 年 ２ 月 ） 」 では 、 業 務 機 能 を中 心 に 住・

商 ・学 が 融 合し た 、地 域 の 交流 拠 点の 形 成 を図 る とさ れ て いる 。  

こ れら の 計 画 を 踏 まえ 、 面 積 約 ５ ．５ ヘ ク タ ー ル の区 域 に お

い て、 市 街 地 再 開 発事 業 に よ る 土 地利 用 転 換 の 動 きに 併 せ て、

公 共施 設 を 整 備 し つつ 、 土 地 の 合 理的 か つ 健 全 な 高度 利 用 と都

市 機能 の 更 新 を 図 り、 計 画 的 複 合 市街 地 を 形 成 す るた め 、 地区

計 画の 決 定 に 関 し 、国 家 戦 略 都 市 計画 建 築 物 等 整 備事 業 を 定め

るも ので あ る。  
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